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	応用
	抗原情報
	背景
	翻訳開始因子EIF2は、タンパク質合成開始の最初の制御段階を触媒し、開始tRNAの40Sリボソームサブユニットへの結合を促進します。結合は、メチオニルtRNA、EIF2、およびGTPの三元複合体として起こります。EIF2は、36kDのEIF2-αサブユニット（EIF2S1）、38kDのEIF2-βサブユニット（EIF2S2; MIM 603908）、および52kDのEIF2-γサブユニット（EIF2S3; MIM 300161）という3つの非相同サブユニットで構成されています。三元複合体の形成速度は、EIF2-αのリン酸化状態によって調節される（Ernst et al., 1987 [PubMed 2948954]）。[OMIM提供、2010年2月]、機能：タンパク質合成の初期段階で、GTPおよび開始tRNAと三元複合体を形成することで機能する。この複合体は40Sリボソームサブユニットに結合し、続いてmRNAが結合して43S開始前複合体を形成する。60Sリボソームサブユニットが結合して80S開始複合体を形成する前に、eIF-2に結合したGTPが加水分解され、eIF-2-GDP二元複合体が放出される。 eIF-2がリサイクルして次の開始ラウンドを触媒するためには、eIF-2に結合したGDPがeIF-2Bによって触媒される反応によってGTPと交換される必要がある。,PTM：少なくとも4つのキナーゼ（EIF2AK3/PERK、GCN2、HRI、およびPKR）の基質。リン酸化はeIF-2/GDP/eIF-2B複合体を安定化し、GDP/GTP交換反応を妨げることで、連続する開始ラウンド間でのeIF-2のリサイクルを阻害し、翻訳の全体的な阻害につながる。ワクシニアウイルスまたはロタウイルスAによる感染の場合、eIF2S1のリン酸化状態は調節される。,類似性：eIF-2-αファミリーに属する。,類似性：1つのS1モチーフドメインを含む。,サブユニット：α鎖、β鎖、γ鎖からなるヘテロ三量体。少なくともCUGBP1、CALR、CALR3、EIF2S1、EIF2S2、HSP90B1、およびHSPA5から構成されるEIF2複合体の構成要素。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	IFN-α 1000U/mlで18時間処理したK562細胞のライセートを、eIF2α（リン酸化Ser51）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ラット心臓組織の免疫蛍光染色。1, eIF2α （リン酸化Ser51）ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット心臓組織の免疫蛍光染色。1, eIF2α （リン酸化Ser51）ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	1：2000希釈のPhospho-eIF2α（S51）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：2000希釈のPhospho-eIF2α（S51）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

